


２０１５年３月期第３四半期累計の連結業績は、前年同期に比べ売上高が３０．２％
増加し３，６１９億６千１百万円、営業利益は８８．０％増加し４３８億４千２百万円、
純利益は９５．１％増加し３０９億８千万円となりました。 

 

当社は２００２年３月期からの四半期連結決算を開示していますが、第３四半期累
計期間については売上高、営業利益、経常利益および純利益で過去最高を更新し
ました。 

 

電子機器事業の売上高が７３６億円の大幅な増加となりましたが、機械加工品事業
でも１００億円の増加となりました。 

 

需要増加に加えて為替も追い風となっており、売上高で前年同期比プラス２１２億
円、営業利益で前年同期比プラス８１億円の影響があったと推計しています。 



２０１５年３月期第３四半期の連結業績は、売上高は前年同期比で４９．７％増、前
四半期比で２４．２％増の１，４５４億３百万円、営業利益は前年同期比で８５．０％
増、前四半期比で３４．０％増の１９０億８千万円、純利益は前年同期比で８５．２％
増、前四半期比で１９．８％増の１３１億６千３百万円となりました。 

 

第２四半期に売上高、営業利益、経常利益および純利益で四半期としての過去最
高を更新していましたが、第３四半期はこの４つの数字を更に大きく更新しました。 

  

この主要因は、ＬＥＤバックライトでの超薄型スマートフォン市場の成長と当社のシェ
ア上昇による大幅な売上高と利益の伸びです。加えて、ボールベアリングの世界的
な需要増加、複合製品および計測機器の活況等、様々な事業が堅調に推移しまし
た。 

  

為替も大きくプラスに効いており、売上高で前年同期比プラス１３０億円、前四半期
比プラス９８億円の影響があったと推計しています。営業利益では前年同期比プラ
ス３５億円、前四半期比プラス２２億円の影響があったと推計しています。 



第３四半期の売上高は、前四半期比２４．２％増の１，４５４億円となり、四半期と
しての過去最高を３四半期連続して更新しました。また、前年同期比の増収は、
１１四半期連続です。 



第３四半期の営業利益は前四半期から大きく増加し１９１億円と、過去最高だっ
た第２四半期の記録を大幅に更新しました。営業利益率は０．９ポイント改善し、
ついに１３．１％となり、こちらも四半期としての過去最高を更新しました。また、
前年同期比での営業増益は６四半期連続です。 

 



機械加工品事業セグメントの第３四半期の業績は、前四半期比では、売上高は７．３
％増の３９８億円、営業利益は３．１％増の１０１億円、営業利益率は１．１ポイント低
下し２５．３％と、高水準を維持しました。なお、機械加工品事業の営業利益で１００億
円を超えたのは初めてです。 

 

一方、前年同期比では売上高で１４．３％増、営業利益では１６．９％増となりました。 

 

ボールベアリングの売上高は、前四半期比６．３％増の２２０億円となりました。前年
同期比で堅調な需要の伸びが続いており、外部販売数量の月次平均は１億４千５百
万個と、高い水準を維持しました。１～３月も外販を中心に堅調な需要が続く見込み
です。 

 

ロッドエンド・ファスナーの売上高は、前四半期比６．９％増の７７億円となりました。世
界の民間航空機生産の増加が続いており、収益性も改善しました。 

 

ピボットアッセンブリーの売上高は、前四半期比９．８％増の１０１億円となりました。
サーバー向けＨＤＤ需要が想定以上に好調で、当社は高い市場シェアと生産性を生
かして利益を増やすことができました。 

 



電子機器セグメントの第３四半期売上高は前四半期比３１．７％増の１，０４９億円、
営業利益は前四半期比６５．４％増の１１４億円となりました。営業利益率は２．２ポ
イント上昇し１０．９％となりました。今の事業セグメントに変更して以降、初めて電
子機器事業の営業利益が機械加工品事業の額を上回りました。 

 

モーターの売上高は、前四半期比で２１億円増加しました。各モーター毎に状況は
異なるものの、モーター全体では自動車向けを中心に堅調に推移し、収益性を維持
しています。今後もコスト削減施策を中心に更に収益改善を進めます。  

 

エレクトロデバイスの売上高は、ＬＥＤバックライトが需要期を迎えたことに加え、複
合製品の順調な売上拡大もあり、前四半期比５９．１％増の６０３億円となりました。 

ＬＥＤバックライトは、例年は需要期が過ぎて売上が下がり始める１２月も力強い需
要があり、第３四半期は毎月、月次の最高売上高を更新しました。１～３月も、顧客
からの強い需要に加え顧客層を拡大してきた効果もあり、例年ほどの落ち込みは
ない見込みです。 

 

計測機器の売上高は、自動車向けを中心に出荷が伸び、前四半期比１４．３％増
の３２億円となりました。今後、第４四半期に完了予定のザルトリウス・インテック買
収からのシナジー追求に取り組んでまいります。 



第３四半期の純利益は、営業利益の増加を受けて、前四半期比１９．８％増の
１３２億円となりました。主な特損としては、韓国での独占禁止法関連損失５億
円、製品補償損失４億円がありました。一株当たり純利益は３５．２円となりまし
た。前年同期比での純利益の増加は７四半期連続です。 

 



販管費は前四半期比５億円増加し、１５４億円となりました。一方、売上高販管費
比率は大幅に低下し、前四半期比で２．２ポイント減の１０．６％となりました。これ
は、円安により円ベースの販管費の比率が縮小したことが大きな要因で、今後も
低い水準が継続すると見込まれます。 

 



第３四半期期末のたな卸資産は１１５億円増加し８９６億円となりました。これは、売
上増加に伴う影響に加え、為替変動の影響額がプラス６２億円あったためです。 

 



第３四半期累計の設備投資は２４４億円、減価償却費は２０６億円でした。 

 

今期の設備投資は、ＬＥＤバックライトやボールベアリング等の能力増強のほか、
事業の強靭化等に向けた投資のため、例年より大きくなっています。 

 

減価償却費については、投資の増加に加え、ＬＥＤバックライトで償却期間を短縮
した影響や円安の影響もあり、３００億円と高い水準になる見込みです。 

 

 



このグラフは、有利子負債総額から現預金を差し引いたネット有利子負債の推移
です。 

 

第３四半期末におけるネット有利子負債は１，００９億円と、前期末比９０億円の
減少となり、着実な低下を続けています。第３四半期累計のフリーキャッシュフロ
ーは１５６億円のプラスとなりました。 

 

今期末におけるネット有利子負債は９５０億円と、 ザルトリウスインテックの買収

および設備投資の増加等により、昨年１１月時点の見込みより減少幅が小幅に
とどまる見込みです。フリーキャッシュフローは２１４億円のプラスとなる見込みで
す。 

 



これは、今期２０１５年３月期の業績予想をまとめたものです。 

 

第３四半期には７回連続で予想を上回る四半期業績を達成したことに加え、第４四
半期は、昨年１１月時点の想定を上回る旺盛な需要が見込まれることを勘案し、今
期３度目の通期業績予想の上方修正をします。昨年度は売上高と純利益で過去最
高を更新しましたが、今期は経常利益についても１９９８年３月期の記録を更新する
見込みです。 

 

事業別には、ＬＥＤバックライトで引き続き強い需要が見込まれるほか、ボールベア
リングの外販も堅調な需要が続くと見込まれます。加えて、モーター、ピボットアッセ
ンブリー、計測機器、複合製品などの収益改善により大幅な業績拡大を見込んで
います。 

 

 



こちらは、各事業セグメント別の修正予想です。 
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